
開発体制 

 

１） 開発者 

空研工業株式会社  

住所：福岡市中央区大濠公園２番３９号 TEL 092-741-5031  

取締役社長：平河
ひ ら か わ

 久治
ひ さ は る

 

 

中部電力株式会社  

住所：名古屋市東区東新町１番地 TEL 052-951-8211  

取締役社長：川口
かわぐち

 文夫
ふ み お

 

 

東京電力株式会社  

住所：東京都千代田区内幸町１丁目１番３号 TEL 03-4216-1111  

取締役社長：勝俣
かつまた

 恒久
つねひさ

 

 

関西電力株式会社  

住所：大阪市北区中之島３丁目６番１６号 TEL 06-6441-8821  

取締役社長：森
もり

 詳介
しょうすけ

 

２） 開発期間  

平成 16 年 6 月～平成 17 年 12 月  

添付資料 １ 



「低コスト・コンパクト・高性能 ヒーティングタワー」概要 

１ システムフロー図 

（１）暖房時 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）冷房時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 ２ 

外気乾球温度 
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暖房時はヒーティングタワーとして 
大気から熱を採取 
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冷房時はクーリングタワーとして 
大気に熱を放出 
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低コス注 

注１ フィン形状について 

 

 

 

 

注２ 不凍液の粘性について 

 

 

 

 

３  開発機仕様（１台あたり注３） 

項目 数値 

冷却能力 454kW（100 冷却トン） 
冷房 

不凍液入口温度／不凍液出口温度／外気湿球温度 39/32/27℃注４ 

加熱能力 235kW 
暖房 

不凍液入口温度／不凍液出口温度／外気乾球温度 -11/-8/0℃注５ 

寸    法 L2.9m×W2.3m×H4.1m 

製品重量／運転重量 3.0ｔ／4.6t 

注３ 霜取り時は交互運転となるため２台以上でご使用下さい。 
注４ ＪＩＳ Ｂ ８６０９ の外気温度条件を準用 
注５ 空研工業の社内基準 

 

４  ヒーティングタワー対応水冷式チラーについて 

株式会社神戸製鋼所製の水冷式チラー「ハイエフミニ」など複数社の製品をお使いいただけます。 

従来不凍液 
粘性が大きいため 
管壁に近い部分の 
流速が遅く、中央部 
まで熱が伝わりにくい 

低粘度不凍液 
粘性が小さく管内で 
良く攪拌されるため 
熱が伝わりやすい 

従来フィン形状 高性能フィン形状 

低コスト・コンパクト・高性能 ヒーティングタワー（ＫＨＢシリーズ） 

ＫＨＢ－３００Ｒ（３台の例） 

省エネ霜取り装置内蔵 
→省エネ・霜取り簡易化 

樹脂製低圧力損失ルーバー 
→高性能化・低コスト化 

インバータによる高効率 
ファンモータ制御 
→適正な風量で省エネ運転

２ 開発機外観および技術ポイント 

高性能フィン注１ 
→高性能化・コンパクト化 

低粘度不凍液注２ 

→高性能化・コンパクト化 


